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to Avoid Rank Reversal for AHP 
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Cunhua QIAN Mitsuo M町OORI
AHP (Analytic Hierarchy Process) proposed by T.L. Saaty is applied to 
many fields. But AHP has so皿e shortcomings. One of these is that the rank 
of the object might be changed when the object is added or eliminated by 
so皿e reasons. In this case， we 皿ay get a wrong result. Many peoples have 
considered the revised methods to improve AHP. 官lis paper proposes one 
皿odified method of AHP to compare with appraisal items and analyses it. 
We can get a general evaluation and avoid the occurrences of the rank 

















































All=λma x U ( 2. 1) 
を満足する実最大固有値入maxと固有ベクトルを求め，
その和が1になるように基準化して、重要度1= ( 
1 1. . . . 1;， ..， ，1m)を求める。 i番目の評
価項目に関する n個の代替案の一対比較行列は同じ
方法で重要度




s = ( S1. …， S n) 
を求める。
S 1 (.u'1 
S2 (.u ， 2 
S= =芝二 Ui ~ ( 2. 2) 







11= (.68. .32) 
ω1= (.666. 圃 333)
ω2= (. 25， • 75) 
S=. 68X (.666， .333) 
+. 32X (.25， . 75) 





ω1= (.286. . 286， .286， .143) 
ω2= (. 1 67. . 1 67， . 1 67， . 500) 
S= (.248， .248. . 248， . 258) 













ω2= (. 1，圃 2，• 7) 
S=. 7X (4/7，2/7，1/7) 
十. 3X (.1， • 2. . 7) 
=(.43，.26，.31) 






ω2= (2/9， 7/9) 
S=. 7X (2/3.1/3) 
+. 3X (2/9，7/9) 






























ω1= (.6， . 2，1.0) 
ω2=(1.0，.5，.25) 
s=(.88，.41， .475) (2.7) 
1番目の代替案が削除されると、
ω1=(.2， 1.0) 
ω2= ( 1. 0， . 5) 





まず、 [例2Jの代替案を削除する前の(2. 5) 
式と削除された(2. 6)式を比較する。(2. 6) 
式から
s=. 7X (2/7x7/3， 1/7x7/3) 
+. 3x (. 2x10/9， .7x10/9) 
=(. 7x7/3)x(2/7， 1/7) 
+(. 3x10/9)x(. 2， .7) 



















wi = (wIt， W l2J … ， W'j，…， Win) 
( 3. 2) 
であり， j番目の代替案について，各項目の評価が
Wj= (w1j， W 2j，…， Wij，…， Wmj) 


















準量をそれぞれ， W1， W2，…， Wi，…， Wmのよ
うに表し，それによって無次元量の組
W 1J/Wl， W 2j/W2，…， Wij/Wi， 
Wmj/Wm ( 3. 4) 
を作る。この場合に限って総合される。 W1j/WIを
















































(Wil/Wi， W i2/Wi，……， Win/Wi) 
( 4. 1) 
を新たに評価した結果あるいは重要度




















































































































ωi = (e i1ω ij/eij，…， ωiJ，…， 


























u= (.68， .32) 
ω1= (.666， . 333) 
ω2= (. 2 5， . 7 5 ) 
s= (.533， . 466) 
このモデルを解釈すると， A氏の目でみると，ボ












ω1= (.286， . 286， .286， .143) 
ω2= (. 167， . 167， . 167， . 500) 
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